
わが子・教え子を再び戦場に送るな！ 
                 憲法・平和・教育を守る  

テーマ  「子どもたちに平和な未来を 

    ～ともに築こう 戦争のない社会を～」 

一緒に考えてみませんか？子どものこと・平和のこと・ 

環境のこと・いのちのこと・・・そして自分自身のこと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

☆  

 大学教員をしながら、「庶民目線の政治」を訴えるために、「全日本おばち
ゃん党」を Facebook上で立ち上げる。大阪市在住。メディアにも多数出演。 

 ☆ 専門：国際人権法、ジェンダー法、日本国憲法 

 ☆ 活動：外務省の女性・平和・安全保障に関する国内行計画策定小グル

ープメンバー 

      法政大学現代社会法研究所客員研究員   他 

 ☆ 著書：リクロダクティブ・ライツとリプロダクティブヘルス（信山社） 

       新・資料で考える憲法（法律文化社） 

☆ 全日本おばちゃん党（2012年立ち上げ） 

 目的は 2つ。おばちゃんたちの底上げと、オッサン社会に愛とシャレでツッコミを入れること。 

 おばちゃん目線でオッサン政治をチェックしながら、問題提起を続けている。 

 世界のメディアからの注目が高く、仏紙リベラシオンのポートレイト欄に紹介された。 

◇ と き  20１４年１１月1６日（日）10 時 00分 ～ １5時30分 

 

◇ ところ  鹿児島市立 長田中学校  （鹿児島市小川町３－１０） 

 

◇ 日 程  受   付   ９：３０～1０：００ 

        開会行事  １０：００～1０：３０ 

        講   演  １０：３０～１2：００ 

        昼   食  １２：００～１３：００（分科会打ち合わせ） 

       分 科 会  １３：００～１５：３０ 

              閉 会  （分科会ごとに解散・後片付け） 

母と女性教職員の会実行委員会 
事務局：鹿児島県教職員組合（事務局長 谷口）  

鹿児島市山下町4-18  ℡：０99－223－8345 

 



分科会 １３：００～１５：３０ 

分  科  会 分科会テーマ（問題提起） 

１ 学校と子ども 

 

小学校・中学校 学校統廃合から見える子どもたち(南薩) 

特別支援教育 屋久島で学ぶ 

～屋久島での特別支援教育を考える～ (熊毛) 

２ 子どものいのちと環境の問題 これでいいのか!?『フッ素』洗口 

～子どもたちの健康・いのちを守るために～（北薩） 

３ 平和のもんだい 「道徳」が教科に！？(日置) 

４ ジェンダーのもんだい ジェンダーフリーってなんだろう（鹿児島） 

５ 母と女性教職員が手を結ぶ地域活動 つながろう 語ろう 広げよう 母女の運動（姶良伊佐） 

 

☆ 昨年度の参加者感想より  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

☆ 参加希望者は・・・ 

参加・託児を希望される方は、居住区の教育会館（下記連絡先）へ連絡ください。 

 電 話 FAX  電 話 FAX 

鹿児島 
０９９ 

２２４－７３２２ 

０９９ 

２２４―７３９７ 

姶良・ 

  伊佐 

０９９５ 

４２－０００３ 

０９９５ 

４３－２９１８ 

南 薩 
０９９３ 

５３－５２２２ 

０９９３ 

５３－５２２３ 
曽 於 

０９９ 

４８２－１０５２ 

０９９ 

４８２－３０１８ 

日 置 
０９９ 

２７２－２６６７ 

０９９ 

２７２－２３１９ 
肝 属 

０９９４ 

４３－２２１２ 

０９９４ 

４３－８０５１ 

川 薩 
０９９６ 

２５－１１５０ 

０９９６ 

２７－０４６８ 
熊 毛 

０９９７ 

２２－００７２ 

０９９７ 

２２－００９６ 

出 水 
０９９６ 

６２－００１８ 

０９９６ 

６３－１０９２ 
奄 美 

０９９７ 

５２－０２１６ 

０９９７ 

５２－０６８１ 

 

 

 

 

 

＊ 上履きをご準備ください 

＊ 未就学児の託児所あり（事前に上記教育会館に申し込みをしてください） 

  おやつ代・保険料含む 200円 

＊ なるべく公共交通機関をご利用ください 

＊ 1日参加の方は昼食（弁当）があります。子どもの分は、各自でご用意ください。 

子どものこと、いのちのこと

を一生懸命、一緒に考える時間

を今日はもらい、有意義だっ

た。（母親） 

 女性の会に初めて参加して

初めは気恥ずかしさがあった

が、女性の意見、考えが聞けて

よかったなと思う講演だった。

（男性参加者） 

 スマホもゲーム機も人とつながるツ

ールであって、すべてではないことを

大人も子どももしっかり自覚すべきで

あることを痛感した。（教職員） 

私にできることは何で

あるのか。未来のためにで

きることは何かと考える

機会になった。（教職員） 

社会の問題も、子どもをと

り巻く問題も、母女でつなが

って、語っていくことが解決

の出発点だと感じることが

できた。（教職員） 


